
“わか杉っ子の「キャリアノート」”（秋田わか杉「キャリアノート）等
の活用事例

学校名 由利本荘市立本荘北中学校

１ 本校における活用のねらい
本校では，「豊かな人間関係を築きながら，自らのよさに気付き，自らの生き方

を考える力を育てる」をキャリア教育の指導目標とし，目指す生徒像を「夢や希望
をもって自らの進路を切り開く生徒」としている。そして，①肯定的自己理解と自
己有用感の獲得を図る，②望ましい勤労観や職業観を育成する，③将来の進路希望
に基づいて当面の目標を立て，その達成に向けて努力しようとする態度を養う，と
いう三つの視点からアプローチしている。
これらのことを踏まえ，職業講話，職場体験学習，ボランティア体験活動等に関

する各アンケート調査，進路希望調査，模擬面接試験等を実施し，生徒の一人一人
の希望にそったキャリアプランを構築していく際に「キャリアノート」を活用して
いる。同時に，家庭や地域との連携のもとに生徒の発達を見通した教育を推進する
ために，生徒・保護者の願いや実態を的確に把握し，生徒個々のキャリア発達を踏
まえた取組にしていくためにも活用している。

２ 活用の仕方

【１年】夢をもとう！ 【２年】夢をふくらませよう 【３年】夢の実現に向かって歩み出そう

友達や地域の方々などとコミュ 自己の将来を考えさせ 「計画立案・まとめ・発表」と
ニケーションを図ることにより自 職場体験学習などを実施 いった取組から課題対応能力や，
他の理解に努めるとともに，「学 することにより，自己理 キャリアプランニング能力などを
ぶこと・働くことの意義や役割の 解・自己管理活用能力や 高めるとともに，自己と向き合い，
理解」などのキャリアプランニン キャリアプランニング能 自己を見つめ直すことでじっくり
グ能力を高めていく。 力などを身に付ける。 と将来像を考える。

□宿泊体験学習，職業講話 □職場体験学習 □職業インタビュー
□ボランティア体験活動に向けた模擬面接試験 □高校調べ □高校説明会，体験入学
□母校訪問 □小学校６年生一日入学 □各種教室（外部講師）

□小中連携事業「登校クリーンアップ」 □ＰＴＡ奉仕作業 □ＰＴＡ講演会

※「キャリアノート」には，年度初めに目標を立て，年度末に振り返りを書く。
そして，学級担任と保護者からもコメントをもらい，次の学年につなげる。

※上表にある各取組を行った際には，事後学習として生徒に感想を書かせたり，
保護者にコメントをもらったりして，専用のファイルに蓄積している。

３ 成果と課題
＜成果＞
・小学校と連携し，９年間を見通したキャリア教育の全体計画を作成して，それ
に基づいて行っている一つ一つの取組がキャリア発達の面から非常に意義のあ
る，価値の高いものになっている。そうした取組をポートフォリオによる自己
評価，相互評価をしながら，次の学年へとつなげることができている。

＜課題＞
・今後は，生徒や家庭に向けたキャリア教育通信等を発行し，キャリアノートへ
の保護者の理解と協力をより一層求めるとともに，学年ごとに立てている目標
の把握や，「私の履歴書」をもとにした１年ごとの活躍の確認など，効果的な
活用を引き続き検討し合いながら工夫に努めていきたい。
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